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【課題の概要】 
本研究は、縦波、横波、面内、面外など弾性波の伝搬モー

ドごとにトポロジカルに保護されたエッジモードを設計し、

損失の極めて少ないマルチモード音響波・弾性波デバイスの

実現を目指すものである。位相最適化法、力学系マッピング、

光学可視化手法、MEMS 技術などを駆使して、デバイスの設

計・試作・評価を行い kHz から THz までカバーするトポロ

ジカルフォノニクスの学理構築を目的としている。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
目指している超多重化弾性波デバイスは、内部に電流・電

圧素子を一切含まないため、超低消費電力の情報伝送素子と

なり得る。また、電子系や光子系にはない高い設計自由度を

持つ。さらには、波長が短いことから、集積化の限界を迎え

つつある集積回路設計に新しい基軸をもたらす可能性があ

る。この成果が実現すれば、トポロジカル物性分野や IoT 社

会に対して大きな貢献となることが期待される。 

 


